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「魅力ある大学院教育」イニシアティブ

端科学技術の芽を生み出す女性研究者育成

「女性先端科学者セミナーⅠ」

（博士前期課程　キャリア形成科目）

講演テーマ：　「低次元強相関系へのモデル計算によるアプローチ」

講　　　師：　堀田知佐
  (京都産業大学理学部・講師)

日　　　時：  １２月１８日（木） １３:３０～ １５:００
場　　　所：   理学部会議室
受講対象者：　「博士前期課程」の学生

(注)複合現象科学専攻および学部の学生，教員の方々など興味のある方の参加を歓迎します
【講演内容】
  近年、物性物理学の中でも「強相関系」といわれる物質群が活発に研究されている。

強相関系とは、クーロン相互作用をはじめとする多体相互作用が本質的な役割を果たす系であり、特に低次元系においては、超伝導や磁性をはじめとして、強い相関に起因するさまざまな興味深い協力現象が知られている。この１０年余の間に、計算機（ハードウェア）の驚異的な進歩によってこうした強相関系へのモデル数値計算によるアプローチは、劇的な進歩を遂げた。有名な例としては、Whiteらが自らの開発した密度行列繰り込み群と呼ばれる計算手法によって１次元S=1のハイゼンベルグスピン鎖におけるハルデンギャップの大きさを $0.41050(2)J$と10$^{-6}$の精度で見積もることに成功したことなどがあげられる。しかし、数値計算はただ計算機の結果をやみくもに信用すればいいというものではなく、むしろその背後にある物理現象に対して緻密な考察を行い、出てきたデータに対して適切な解析を行うことで正しい結果へと到達することが最も重要なプロセスである。

本公演では、１次元系において最近行っているにおいて講演者が経験した困難な例や、２次元系で比較的コストの低い計算によって妥当な結果を得ることができた例などを紹介したい。同時に各系の物理的な背景や研究の位置づけ、物性理論研究を行うにあたって何がどう面白いと考えているかなどについてもお話しする予定である。
連絡先：理学部物理科学科　岩渕（内線3987）email: iwabuchi@cc.nara-wu.ac.jp
